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中
央
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議

会
（
以
下
、
区
推
進
協
）
が
、
平
成
二

十
年
六
月
二
十
五
日
、
中
央
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
十
一
階
大
会
議
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

委
員
の
改
選
に
伴
い
、
新
し
い
委
員

の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
役

員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
委
員
長
に
、
武
井
雅
光
氏
、
副

委
員
長
に
、
樽
見
歳
子
氏
が
互
選
に
よ

り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

市
保
健
福
祉
総
務
課
よ
り
地
域
福

祉
計
画
策
定
か
ら
二
年
間
が
経
過
し
、

中
間
点
に
差
し
掛
か
る
こ
と
か
ら
取
組

状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
情
報
提
供
の

依
頼
及
び
今
年
度
以
降
の
新
規
事
業

「
千
葉
市
地
域
福
祉
計
画
推
進
モ
デ
ル

事
業
」
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い

て
、
事
務
局
よ
り
前
年
度
の
地
域
福
祉

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
報
告
と
区
推
進
協

要
綱
の
一
部
改
正
の
説
明
を
行
い
、
了

承
さ
れ
ま
し
た
。 

～ 

千
葉
市
地
域
福
祉
計
画 

推
進
モ
デ
ル
事
業 

～ 

地
域
全
体
で
支
え
合
い
・
助
け
合
う

地
域
福
祉
活
動
を
定
め
た
各
区
の
地
域

福
祉
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、
計
画
に

位
置
づ
け
た
取
組
項
目
を
新
た
に
地
域

で
実
践
す
る
団
体
等
に
対
し
て
、
市
が

助
成
す
る
事
業
で
す
。
こ
の
事
業
は
、

地
域
の
様
々
な
団
体
等
の
自
ら
の
発
意

に
よ
り
実
施
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

の
立
ち
上
が
り
を
二
年
間
に
わ
た
り
市

及
び
社
協
が
側
面
支
援
す
る
こ
と
で
、

地
域
福
祉
の
推
進
体
制
の
構
築
や
新
た

な
担
い
手
の
確
保
な
ど
を
図
り
ま
す
。 

一
過
性
の
取
組
み
に
終
わ
る
こ
と

な
く
、
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
地
域
の

担
い
手
の
自
発
性
や
ヤ
ル
気
を
引
き
出

す
こ
と
に
よ
り
、
本
格
的
な
展
開
へ
と

つ
な
げ
、
持
続
性
・
継
続
性
の
あ
る
取

組
み
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
他
団
体

等
へ
の
相
乗
効
果
を
目
指
し
て
い
ま

す
。 

   

平
成
二
十
年
十
月
九
日
、
中
央
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
十
一
階
大
会
議
室
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

市
保
健
福
祉
総
務
課
よ
り
中
央
区
地

域
福
祉
計
画
の
取
組
状
況
調
査
の
結
果

を
説
明
し
ま
し
た
。
新
た
に
四
十
六
項

目
の
情
報
提
供
を
頂
い
た
こ
と
を
報
告

し
、
そ
の
内
の
十
項
目
に
つ
い
て
、
各

委
員
よ
り
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
地
域
福
祉
モ
デ
ル
事
業
の

採
択
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

応
募
状
況
は
市
全
体
で
二
十
三
団
体
の

申
請
が
あ
り
、
八
月
下
旬
の
選
定
審
査

の
結
果
、
採
点
の
上
位
十
二
団
体
を
採

択
し
、
中
央
区
か
ら
四
団
体
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、「
千
葉
市
地
域
福
祉
計
画
推

進
協
議
会
」
の
設
置
に
つ
い
て
、
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
広
報
紙
の
掲
載
内
容
に
つ

い
て
、
地
域
の
活
動
状
況
や
行
事
予
定

等
を
掲
載
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

～ 

千
葉
市
地
域
福
祉
計
画 

推
進
協
議
会 

～ 

 

千
葉
市
で
は
、平
成
十
八
年
三
月「
花

の
都
・
ち
ば 

さ
さ
え
あ
い
プ
ラ
ン
ー

千
葉
市
地
域
福
祉
計
画
―
」を
策
定
し
、

各
区
に
区
推
進
協
を
設
置
す
る
な
ど
、

地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
新
た
に
設
置
す
る
市
推
進
協
で

は
、
市
・
区
に
お
け
る
地
域
福
祉
計
画

の
推
進
状
況
の
把
握
や
、
市
地
域
福
祉

計
画
の
見
直
し
な
ど
に
関
す
る
協
議
等

を
行
い
ま
す
。 

二
十
年
度
第
一
回
中
央
区 

 
 

地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会 

 

第
二
回
中
央
区 

 
 

地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会 



 

～ 
長
洲
カ
フ
ェ
ー
の
試
み 

～ 

長
洲
二
丁
目
福
寿
会 

 

失
わ
れ
て
き
た
近
隣
関
係
が
、
様
々

な
悲
劇
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
昨
今
、

身
近
に
居
場
所
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
活

動
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

市
の
地
域
福
祉
計
画
の
基
本
計
画
に

も
交
流
の
場
づ
く
り
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。 

長
洲
二
丁
目
で
は
、
今
年
五
月
か
ら

ご
近
所
の
喫
茶
店
を
借
り
切
っ
て
、
毎

月
交
流
の
場
「
長
洲
カ
フ
ェ
ー
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
毎
回
の
参
加
者
は
、

三
十
五
名
前
後
、
地
域
住
民
ば
か
り
で

な
く
、
地
域
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
有

料
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
者
、
ス
タ
ッ
フ

の
方
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ン
ド

リ
ン
や
三
味
線
な
ど
で
「
故
郷
」
な
ど

の
童
謡
や
、「
千
の
風
に
な
っ
て
」
の
よ

う
な
新
し
い
歌
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
テ
ー
ブ
ル
毎
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
地
域
の
方
と
施
設
の
方
々
と

の
交
流
を
先
導
し
て
い
ま
す
。 

住
民
と
認
知
症
の
方
と
の
お
付
き

合
い
も
和
や
か
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
五
回
の
カ
フ
ェ
ー
に
九
十
歳

以
上
の
方
が
延
べ
十
一
人
も
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。 

運
営
は
、

長
洲
の
老

人
会
と
施

設
の
ス
タ

ッ
フ
が
担

当
し
て
い

ま
す
。 

  
～ 
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

「
ひ
ま
わ
り
会
」 

～ 

社
協
川
戸
地
区
部
会 

 

高
齢
者
の
交
流
の
場
と
仲
間
づ
く
り

を
目
標
に
月
一
回
集
会
し
、
毎
月
の
行

事
計
画
に
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

行
事
内
容
は
、
年
度
始
め
の
四
月
よ

り
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
た
内
容
を
組
み

入
れ
、「
近
く
の
公
園
で
の
花
見
会
、
体

の
運
動
及
び
ゲ
ー
ム
遊
び
の
お
楽
し
み

会
、
保
育
所
の
年
長
さ
ん
を
招
待
し
て

一
緒
に
作
る
七
夕
飾
り
会
、
講
師
の
指

導
で
合
唱
等
み
ん
な
で
歌
い
会
、
二
か

月
に
か
け
て
作
る
小
物
作
り
会
、
緑
化

植
物
園
へ
の
遠
足
会
、
風
船
遊
び
と
役

員
さ
ん
の
手
作
り
ケ
ー
キ
で
ク
リ
ス
マ

ス
会
、
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
に
よ
る
新
年

会
、
保
健
師
さ
ん
の
食
事
と
運
動
に
つ

い
て
の
お
話
し
会
、
最
後
は
社
協
の
皆

さ
ん
と
一
年
間
の
反
省
会
を
兼
ね
て
食

事
会
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

常
に
誰
も
が
気
軽
に
参
加
し
、
仲
間

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
、

さ
ら
に
一
人
ひ
と
り
の
生
き
が
い
を
地

域
全
体
に
広
め
、
笑
顔
と
元
気
の
出
る

福
祉
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
み
ん

な
で
支
え
合

う
喜
び
を
分

か
ち
合
え
る

よ
う
に
進
め

て
行
き
た
い

と
思
い
ま

す
。 

  

～ 

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
会 

～ 

社
協
ち
ば
中
央
地
区
部
会 

 

ち
ば
中
央
地
区
部
会
（
葛
城
中
学
校

区
）
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
毎
月
、
ふ
れ
あ
い
・
子
育
て
サ
ロ
ン

を
二
か
所
で
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

活
動
を
始
め
た
七
年
前
、
育
児
サ
ー

ク
ル
が
な
く
、
親
子
が
交
流
す
る
中
で

情
報
交
換
で
き
る
場
づ
く
り
は
課
題
で

し
た
。
予
算
も
な
く
、
決
ま
っ
た
会
場

も
な
い
中
で
誕
生
し
た
「
お
し
ゃ
べ
り

し
ま
せ
ん
か
会
」
の
初
日
、
雪
の
降
り

積
も
る
寒
い
中
を
二
人
の
お
子
さ
ん
と

遊
び
に
来
て
く
れ
た
若
い
お
母
さ
ん
の

「
こ
の
日
を
待
ち
望
ん
で
い
た
の
」
と

い
う
言
葉
と
光
景
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
定
例
会
と
な
り
、
参
加
者
も
増
え

ま
し
た
が
、
ゆ
っ
く
り
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
今

も
変
わ
ら
ぬ
私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

願
い
で
す
。 

平
成
十
八
年
度
か
ら
は
、
行
政
の
支

援
も
始
ま
り
、
保
育
所
や
保
健
セ
ン
タ

ー
等
の
専
門
機
関
と
の
連
携
も
図
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
昨
年
六
月
か
ら
育
児
サ
ー

ク
ル
「
ピ
ノ
ッ
キ
オ
」
に
も
関
わ
っ
て

い
ま
す
。「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
笑

顔
で
帰
っ

て
も
ら
え

る
サ
ロ
ン

づ
く
り
を

心
が
け
た

い
と
思
い

ま
す
。 

活  

動  

紹  

介 

 



☆基本的な方向１☆ 

福福祉祉のの心心をを喚喚起起・・啓啓発発すするる取取りり組組みみ  

２８ 地域で福祉に関する講座、ボランティア 

講座等の受講機会を提供 

２９ 幼児期からの障害児とのふれあいづくり 

３０ 障害者との継続した、ふれあいづくり 

３１ 市民のボランティア体験、障害者との 

ふれあいづくり 

３２ 福祉のまちづくりの啓発 

３３ 障害者の権利擁護活動 

☆基本的な方向２☆ 

幅幅広広いい福福祉祉活活動動のの輪輪をを広広げげるる仕仕組組みみづづくくりり  

３４ 福祉施設等と住民の連携 

３５ 地域の障害者の自立支援体制をつくる 

☆基本的な方向３☆ 

人人材材をを育育てて、、集集めめるる（（育育成成・・活活用用・・確確保保）） 

３６ 世話役さん 

３７ 地域ボランティアの拠点づくり 

３８ 公共施設等の職員の対応能力レベル 

アップ 

３９ 福祉事業者の体質改善、福祉事業従 

事者の専門技能の強化 

今今今   後後後   ののの   活活活   動動動   紹紹紹   介介介   コココ   ーーー   ナナナ   ーーー   

中央区地域福祉計画７つの基本方針 
 

Ⅰ 身近なコミュニティづくりの推進 Ⅱ 交流の場と仲間づくり 
Ⅲ 社会参加の推進         Ⅳ 人材の育成・地域の福祉力向上  
Ⅴ 相談体制、情報提供の場づくり  Ⅵ 福祉教育の推進 
Ⅶ 人にやさしい生活環境づくり 

                            

                            

                            

◎ 

社
協
生
浜
地
区
部
会 

 

一
月 

・
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

（
会
場 

生
実
町
会
館
） 

◎ 

社
協
川
戸
地
区
部
会 

 

十
二
月
・
一
月 

・
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

「
ひ
ま
わ
り
会
」 

（
会
場 

川
戸
公
民
館
他
） 

◎ 

社
協
白
旗
台
地
区
部
会 

 

十
二
月
・
一
月 

・
ふ
れ
あ
い
子
育
て
サ
ロ
ン 

（
会
場 

宮
崎
公
民
館
） 

◎ 

社
協
末
広
地
区
部
会 

 

十
二
月
・
一
月 

・
長
洲
カ
フ
ェ
ー
（
会
場 

貴
族
館
） 

◎ 

社
協
蘇
我
地
区
部
会 

 

一
月 

・
子
育
て
マ
マ
の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン 

（
会
場 

南
部
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

・
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

（
会
場 

南
町
共
栄
会
） 

◎ 

社
協
ち
ば
中
央
地
区
部
会 

 

十
二
月
・
一
月 

・
ふ
れ
あ
い
・
子
育
て
サ
ロ
ン 

「
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
会
」 

（
会
場 

旭
町
自
治
会
館
） 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

 この計画は、『みんなでつくろう、支え合い安心して暮らせる中央区』を基本目標に、区民一人ひとり

が地域の構成員として役割を持ち、支え合い助け合う仕組みをつくることを目指し策定しています。 

 今号は、基本方針Ⅳです。計画の詳細については、事務局へご連絡いただくか、インターネットで『千

葉市地域福祉計画』を検索いただくと閲覧できます。 

Ⅳ 人材の育成・地域の福祉力向上 



◎ 

社
協
東
千
葉
地
区
部
会 

 

十
二
月 

・
年
忘
れ
ふ
れ
あ
い
社
協
ま
つ
り 

 
 
 
 
 
 

（
会
場 

山
部
公
園
） 

・
う
た
ご
え
喫
茶 

・
に
こ
に
こ
広
場
ク
リ
ス
マ
ス
会 

（
会
場 

東
千
葉
住
宅
集
会
所
） 

◎ 

社
協
星
久
喜
地
区
部
会 

 

十
二
月 

・
と
ん
と
ん
ル
ー
ム
幼
児
サ
ー
ク
ル 

・
か
き
ぞ
め
練
習
会 

（
会
場 

星
久
喜
公
民
館
） 

◎ 

社
協
松
ヶ
丘
地
区
部
会 

 

十
二
月 

・
ほ
の
ぼ
の
育
児
サ
ー
ク
ル 

（
会
場 

松
ヶ
丘
公
民
館
） 

◎ 

特
養
老
人
ホ
ー
ム 

あ
か
い
の
郷 

 

十
二
月 

・
な
る
ほ
ど
介
護
講
座 

（
会
場 

あ
か
い
の
郷
） 

※ 

活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の
詳
細
に
つ

て
は
、左
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

千
葉
市
社
会
福
祉
協
議
会 

中
央
区
事
務
所 

℡
（
二
二
一
）
二
一
七
七 

 

問
い
合
わ
せ
時
間
等 

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
九
時 

か
ら
一
七
時
三
十
分
ま
で 

中央区地域福祉計画推進協議会 委員名簿 ※敬称略・50音順 

No 氏   名 所 属 団 体 等 No 氏   名 所 属 団 体 等 

1 板 倉 清 隆 中央区老人クラブ連合会 15 佐々木美智子 千葉市社会福祉協議会西千葉地区部会 

2 市  川   明 公 募 16 笹 本 榮 一 中央区町内自治会連絡協議会 

3 市  角   明 中央区町内自治会連絡協議会 17 佐  藤   博 公 募 

4 伊 藤 節 子 千葉市社会福祉協議会寒川地区部会 18 白  井   進 千葉市社会福祉協議会末広地区部会 

5 伊 藤 雅 子 中央区民生委員児童委員協議会  19 菅 原 陽 子 千葉市社会福祉協議会星久喜地区部会 

6 植 草 志 津 江 公 募 20 鈴  木   甫 千葉市社会福祉協議会中央地区部会 

7 大 賀 き ぬ 代 N P O 法 人（アワーズ） 21 武 井 雅 光 中央区町内自治会連絡協議会 

8 大 川 祥 子 千葉市社会福祉協議会蘇我地区部会 22 樽 見 歳 子 千葉市社会福祉協議会東千葉地区部会 

9 大 野 美 恵 子 千葉市社会福祉協議会松波地区部会 23 鴇 田 知 子 中央区民生委員児童委員協議会  

10 小 中 秀 麿 千葉市社会福祉協議会都地区部会 24 長 谷 部 道 子 ファミリー・サポート・センター会員 

11 小 松 健 三 千葉市社会福祉協議会松ヶ丘地区部会 25 細 井 英 正 中央区民生委員児童委員協議会  

12 才 木 浩 子 公 募 26 矢 部 英 一 ファミリー・サポート・センター会員 

13 齋  藤   達 公 募 27 吉  井   稔 特別養護老人ホーム（あかいの郷）  

14 相 樂 弘 子 千葉市社会福祉協議会白旗台地区部会 28 渡 辺 輝 次 千葉市社会福祉協議会川戸地区部会 

 地域福祉計画推進協議会だよりは、町内自治会を通じて回覧します。 
 町内自治会に加入されていない集合住宅等については、管理組合代表
者等へ郵送いたします。（各戸への配布はいたしません。） 
 また、保健福祉センター、公民館、市民センター等でも閲覧できます。 
 ご希望の際は、下記までご連絡下さい。   
【問い合わせ】 
中央区地域福祉計画推進協議会事務局 
電話：０４３－２２１－２１８４    
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